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世界唯一の二足歩行ロボットによる格闘技大会 

『 第 7回ＲＯＢＯ－ＯＮＥ大会 』 
を 3月 19日（土）、20日（日）日本科学未来館にて開催 

ROBO－ONE 委員会〔委員長：西村 輝一〕は世界で唯一の二足歩行ロボットによる格闘技大会

「第7回ROBO-ONE大会」〔主催：ROBO-ONE委員会〕を下記のとおり開催します。つきましては報

道関係者の皆さまにご取材いただきたく、是非ご来場いただけますようお願いいたします。 

 

 
■開 催 日 程： 

3 月 13 日（日） １１：００～１７：００  ROBO-ONE-J-class 予選・決勝 

3 月 14 日（月）～3 月 18 日（金） ロボット展示とデモンストレーション 

3 月 19 日（土） １１：００～１７：００  ROBO-ONE 予選 

3 月 20 日（日） １１：００～１６：３０  ROBO-ONE 決勝 
 
■開 催 場 所： 

 日本科学未来館 
 
   ※添付資料をご参照ください 

  

■ROBO-ONE 大会とは 

ロボットの楽しさをより多くの人に知ってもらうことを目的に 2002 年 2 月より半年に 1 回行っている

“世界で唯一の二足歩行ロボットによる格闘技大会”です。年間２回行われる「格闘大会」をメインに、

全国から毎回、約 100 台の選手たちによる自作ロボットがエントリー、デモンストレーション（演技）と

格闘技で競い合います。 

 

■エンタテインメント性を重視した試合内容 

「ROBO-ONE 大会」ではロボットの楽しさを広めるために、「試合の勝ち負けよりも、技術的な素晴

らしさやエンタテインメント性を重視する」という観点から予選ではデモンストレーションを行います。

華麗な動きや、アピール度、技術力などが評価されます。決勝トーナメントではまさに格闘技として

の動きや技が勝敗を決めます。 

高度な技術によって人間さながらに動くロボットたちの動きや仕草は毎回、来場したカップルやフ

ァミリーにいたるまで幅広い層に喜ばれ、親しまれています。 

 1

 また、今回は「機動戦士ガンダム」などの国民的人気アニメーションのメカニカルデザイナー、大河

原邦男氏を特別ゲストとしてお迎えしています。 

 



≪ 第 7 回 ROBO-ONE 大会 開催概要 ≫ 

 

主 催：ROBO-ONE 委員会 （ホームページ http://www.robo-one.com/） 

協 力：日本科学未来館 

事 務 局：株式会社ベストテクノロジー 

協 賛： 

株式会社バンダイ、京商株式会社、近藤科学株式会社、株式会社サンライズ、株式会社バンプレス

ト、オートデスク株式会社、サイバネットシステム株式会社、ツクモロボット王国、株式会社ロクスリー、

株式会社 Hitec Multiplex Japan、株式会社イトーレイネツ、マイクロソフト株式会社、双葉電子工業

株式会社、株式会社イクシスリサーチ、有限会社姫路ソフトワークス、有限会社浅草ギ研、株式会社

オリジナルマインド、株式会社大日本技研、株式会社デジタルリンク、エムエスシーソフトウェア株式

会社、株式会社オーム社ロボコンマガジン、千葉工業大学未来ロボット技術研究センター、富士通

オートメーション株式会社、株式会社深川スタジオ、日本ベンチャーキャピタル株式会社、スピーシ

ーズ株式会社、有限会社リヴィールラボラトリ、アイ･ビー株式会社、サイバーストーン株式会社、セラ

コート工業株式会社 

 

 
 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 西村駿之介 

株式会社ベストテクノロジー  

TEL：044-266-3066 FAX：044-276-3167 

 E-mail info@robo-one.com 
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http://www.robo-one.com/


≪ ご参考資料 ≫ 

 

■参加資格審査  

1).ロボットの足のサイズは脚の長さの前後方向 60%、左右方向 40%以下でなければならない。  

2).二足歩行ロボットで 10 秒以内に 5歩以上歩けること。歩行においては、片足はかならず地面から

離れていること。  

3).屈伸ができること。  

4).横歩きができること。片足はかならず地面から離れていること。  

5).起き上がることが出来ること。起き上がり方向は問いません。 

尚、資格審査は 5回まで受けることができる。  

 

■予選デモンストレーションについて  

予選は 2分間のデモンストレーションを行います。審査員による得点を争います。  

デモンストレーションは自律にて実施します。また規定演技を設けます。今回も本の上り下りすること

とします。 

 

■決勝トーナメントについて  

決勝トーナメントは予選デモンストレーション上位 32 台によってトーナメントを行います。試合は 3

分 1 ラウンド制とし、ノックダウンまたは有効なダウン数によって試合を争います。 

 

 

■大河原邦男氏プロフィール 

 
メカニカルデザイナー。 

1947 年生まれ東京都出身。 

東京造形大学卒 

1972 年竜の子プロダクション入社。 

1976 年に同社を退社。 

中村氏とデザインオフィスメカマンを設立。 

1978 年に独立。現在はフリー。 

＜主な作品＞ 

「科学忍者隊ガッチャマン」 「破裏拳ポリマー」 「ヤッターマン」 

「起動戦士ガンダム」 「太陽の牙ダグラム」 「装甲騎兵ボトムズ」 

「銀河漂流バイファム」 「勇者エクスカイザー」 ほか多数 
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開催場所：日本科学未来館 

 

最寄駅 

  新交通ゆりかもめ 
 「船の科学館駅」下車、徒歩約 5分 
 「テレコムセンター駅」下車、徒歩約 4分 
 東京臨海高速鉄道りんかい線 
 「東京テレポート駅」下車、徒歩 15分 
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